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l 市役所世砂川代子闘却炉叩~時間.

E宿調副読回調

受診料は無料
@ 

能被の早期飽胞をめざす市の住民検齢〈後期分〉

時の聞で摘 されます.酬は馴する闘で、

"ゴ完全に1"1.1.く忽ラていません臼分めた.， ， 

M 叫のために日ー債の脚"必ず受'"い

う.るなさんの寂の近"で レントゲ y車が趨向

"すので直帰..， ください.

レントゲ/."11.01<タン惜民間札制緩包らe
I:::IU:で計られまれ受!t.，れるのほ"段以上の

人(中学 ・高校生動薦書、妊婦は隙<)に限り在

す.受酬は酬です.他の阻は 2月"日りで掬

現.

早期発見早期台稽l'何にも優る...涯です

市国民瞳車保慣加入のみ且さん巳

半白人周ドツ7由費用闘車

く威厳射.省〉

①奈良市の園民.蟻保険I:!II入してかゆ l勾以上

トて叫ん

⑧糊5~. 3 JI~ l lll~ i1(OIl山ん

〈助Iil<..>

制問初 9001'1.W人柑酬望"IJ32，7:>1阿(訓

醐酬の内"酬を帆

〈受信樋所〉

奈鹿市巴t師会副疎検金センタ {.2~院大略 丁凶

〈閉し込み〉

制~ 1;師日(ふりが"，盤拡幅" "

保険虜の記号.守、 3月3札口現径の禽年省、婦人科

a・.受訟のfi績を.'で市街視野標瞬陣まで， ，わし

い受診袋内'"ヰ自に後日送付します.

包
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